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背景
このコロナ渦の影響で、感染拡大防止のため外出先でのアルコー
ル消毒を求められる。しかし、肌の弱い人にとって、外出時の頻
回なアルコール消毒は手が荒れてしまう原因になる。そこで、肌
に影響のあるアルコールではなく肌に優しい成分を用いて消毒が
できないかと考えた。

⇒殺菌・抗菌作用のある
ドクダミに注目



目的

ドクダミに含まれているデカノイルアセトアルデヒドを用いてア
ルコール消毒の代替となる肌に影響のない消毒液を作る。

＊デカノイルアセトアルデヒドとはドクダミの特異臭成分の一つ
である精油成分。強い抗菌作用がある。揮発性が高い。



実験方法１

ードクダミからデカノイルアセトアルデヒドを抽出するー

① ハサミで細かく刻んだドクダミの生の葉5gを100mlビーカー
に入れて、そこに15mlのジエチルエーテルを加える。

② ビーカー内をガラス棒でかき混ぜてドクダミの葉からデカノ
イルアセトアルデヒドが溶け出すのを促す。

③ ジエチルエーテルが黄緑色になってから5分たってからビー
カー内の液体のみを蒸発皿に取り出す。

④ 蒸発皿を軽く振り、ジエチルエーテルが気化するのを待つ。

⑤ ①～④を2回繰り返す。



結果
蒸発皿には少してかりがあり、液体が残っているように
見えたものの、微量のためそこから採取することは困難
であった。そして、しばらくするとてかりがなくなり液
体は見られなくなっていた。

しかし、ドクダミの特異臭のにおいは強く示していた。

考察
デカノイルアセトアルデヒドはジエチルエーテルによって葉から
溶け出し、わずかに液体として現れた可能性が高い。つまりこの
溶媒抽出方法でデカノイルアセトアルデヒドを抽出できる可能性
が高いが、採取は難しいといえる。

ジエチルエーテルが
気化している様子



実験方法２

ー分液漏斗を用いてデカノイルアセトアルデヒドを抽出するー

① 500mlビーカーに14.59g（ドクダミの葉70枚）を入れ、葉が
つかるくらいの水約280~300mlをビーカーに入れる。

② ①をガスバーナーで熱して、葉に含まれる成分を溶かしだす。

③ ②の液体とジエチルエールを4：1のなるように②の液体を
8ml,ジエチルエーテルを2mlでとり、分液漏斗で分液をする。

④ ③で得た上澄み液を取り出して、フェーリング反応をみる。



結果
分液漏斗で得られたドロッとした液体（図１）は、フェーリング
反応を見ることができた。（図２）
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考察

この実験方法では、実験１よりもデカノイルアセトアルデヒドの
単位当たりの抽出量が多いと考えられる。ただし、今回は実験に
用いたドクダミの量が異なり比較できる十分なデータはない。



展望

• 実験1・2の単位当たりのデカノイルアセトアルデヒドの抽出量
を比較するために、同量のドクダミの葉を用いて、得られるデ
カノイルアセトアルデヒドの量を計測をする。

• デカノイルアセトアルデヒドの殺菌能力を調べ、アルコール消
毒液に匹敵する消毒液を試作していく。

• 作った消毒液で手を消毒して、菌の残り具合を手の面積に占め
る割合として出して、アルコール消毒液と比較する。
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ご清聴ありがとうございました。


